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「
な
び
つ
ま
」
と
は…

　古
代
に
は
、
現
高
砂
市
域
の
大
半
は
加
古
川
の
旧
流
路
中
か
海
中
に
あ
り
、
河
口
付
近

に
は
砂
州
が
発
達
し
て
、
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、

「こ郡お
りの
南
の
海
中
に
小
嶋
あ
り
。
名
を
南な

び

都つ

麻ま

と
曰
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。
景
行
天
皇
の

妻つ
ま

訪ど

い
伝
承
で
有
名
な
こ
の
南

都
麻
（
隠な
び

妻つ
ま

）
島
は
、
加
古
川
河
口
部
付
近
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　た
か
さ
ご
史
話
59

　〜
古
代
高
砂
の
景
観
〜

　よ
り

　こ
の
会
報
を
通
し
て
会
員
と
会
議
所
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
「
高
砂
」
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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令和 3年度事業報告・収支決算

店とともに見守ってきた｢米田｣の歴史

食を通じて地域の、
　　　　　人のお役立ちをしたい

曽根の松から石の宝殿、高砂神社へ
　　高砂に足跡を残した　シーボルト

｢好き」と「こだわり」に
　　　　　　　　　あふれたカフェ

思い出のホームランボールと
　　　　　　　子どもたちからの手紙

活動報告、お知らせ

新入会員紹介

新入会員紹介　他

今月の表紙

「高砂神社」

今回の「高砂ゆかりの人々」に

も登場する高砂神社。江戸時代

は観光の名所でもあった。

　(いなみ野学園
山口裕史さんの作品)

チームとしての団結力で､
　　　　　　　さらなる飛躍を!
　　創部 2年目のKAGOTANI陸上部
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会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

　開
催

事
業
報
告
・
収
支
決
算

令
和
3
年
度

報
告
第
1
号

　議
員
職
務
執
行
者
変
更
に
つ
い
て

報
告
第
2
号

　稲
荷
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

報
告
第
3
号

　令
和
3
年
度
中
小
零
細
事
業
所

従
業
員
健
康
診
断
推
進
事
業
に

つ
い
て

報
告
第
4
号

　「が
ん
ば
ろ
う
高
砂
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」発
行
事
業
に
つ
い
て

報
告
第
5
号

　令
和
3
年
度
各
部
会
活
動
報
告

に
つ
い
て

報
告
第
6
号

　新
入
会
員
に
つ
い
て

報
告
第
7
号

　退
会
会
員
に
つ
い
て

が
報
告
さ
れ
、通
常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ズ
シ
テ
ィ
、
あ
な
ご
、
松
右
衛
門
帆
、
高
砂
染

め
、
竜
山
石
な
ど
の
文
化
芸
術
普
及
へ
の
取
組

み
に
も
注
力
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
」
―
伝
統
の
蓄
積
を

〝
今
〞に
活
か
し
、
第
28
期
の
締
め
く
く
り
に
相

応
し
い
成
果
を
、
行
政
と
の
力
強
い
連
携
の
も

と
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
の
主
な
事
業
活
動
は
、
以
下
の

項
目
に
掲
げ
る
と
お
り
で
す
。

1
．
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
中
小
企
業
事
業
発
展
の

た
め
に
）

　
　
⑴
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
支
援

　
　
⑵
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
S
D
G
s

の
推
進

　
　
⑶
中
小
企
業
経
営
支
援

　
　
⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

　
　
⑸
人
材
確
保
・
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

　
　
⑹
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

　
　
⑺
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
対
す

る
支
援

2
．
都
市
力
創
造（
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
）

　
　
⑴
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

　
　
⑵
観
光
資
源
の
開
発
・
整
備
と
観
光
客
誘

致
対
策
事
業
へ
の
支
援

　
　
⑶
商
工
会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮

3
．
組
織
力
向
上
（
商
工
会
議
所
活
動
基
盤
強

化
の
た
め
に
）

　
　
⑴
会
員
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
組
織
の
創
生

　
　
⑵
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
強
化

　
　
⑶
商
工
会
議
所
活
動
基
盤
の
強
化

　
令
和
3
年
度
の
本
所
事
業
及
び
収
支
決
算
等

を
審
議
す
る
通
常
議
員
総
会
が
6
月
20
日
㈪
生

石
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

開
催
に
先
立
ち
、
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
中

野
副
会
頭
、
大
橋
議
員
、
嶋
谷
拓
雄
議
員
の
3

名
が
役
員
・
議
員
の
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
披
露
す
る
と
と
も
に
、
出
席
さ
れ
た

2
名
に
森
本
会
頭
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
の
職
域
接
種
実
施
商
工
会
議
所
と
し
て

当
所
に
対
し
て
も
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
て
お
り
、

合
わ
せ
て
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

 

同
総
会
で
は
、
森
本
会
頭
を
は
じ
め
役
員
・

議
員
約
50
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
会
頭
挨
拶

の
あ
と
、
議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
案
第
1
号

 常
議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

　監
事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

　令
和
3
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
4
号

　令
和
3
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

　次
期
会
頭
選
出
に
つ
い
て

を
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
し
た
。

品
市
況
の
高
騰
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱

が
、
企
業
に
さ
ら
な
る
追
い
打
ち
を
か
け
て

い
ま
す
。
た
だ
、
今
年
に
入
り
、
実
質
G
D
P

成
長
率
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
お
り
、
確
か
な

成
長
に
向
け
た
一
刻
も
早
い
事
態
の
収
束
が

待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
高
砂
市
で
は
第
5

次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
11
月
に

は
新
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
や
「
日
本
一
住
み
た
い
ま
ち
」
を
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
市
政
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
新
た
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
第
28
期
最
終
年
度
を
迎
え
た
当
所
で
は
、

「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て
　－

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
・
新
価
値
共
創－

」
を
運
営
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
会
員
企
業
へ

の
伴
走
型
支
援
を
は
じ
め
、
ワ
ク
チ
ン
職
域
接

種
実
施
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
な
ど
を

最
優
先
に
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
7
部
会
事
業
や
3
委
員
会
活
動
は
も
と

よ
り
、
L
I
N
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
県

の
地
域
経
済
再
生
支
援
や
労
働
環
境
整
備
に
関

す
る
補
助
金
事
業
の
実
施
な
ど
、
地
域
経
済
活

性
化
に
向
け
た
様
々
な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
県
政
や
市
政
へ
の
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
要
望
、
謡
曲
「
高
砂
」、
ジ
ャ

 

Ⅰ

　総
括
的
概
要

　
昨
年
10
月
に
は
収
束
の
兆
し
が
見
え
た
コ
ロ

ナ
危
機
で
す
が
、
突
発
的
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異

株
の
流
行
が
、
私
た
ち
の
経
済
活
動
を
抑
圧
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊
迫

化
に
よ
る
株
価
下
落
や
資
源
高
の
影
響
で
、
商

2



会議所の動き

令和3年度　高砂商工会議所　収支決算 自　令和3年　４月　１日
至　令和4年　３月３１日

一般(公益・収益を含む） 小規模事業支援費(中小企業) 単位：千円
収　入　の　部 収　入　の　部

科      目 比較増減
（△）決算額 予算額

1．会　　　　　費
2．負　　　担　　　金
3．事　業　収　入
4．交　　　付　　　金
5．寄　　　付　　　金
6．雑　　　収　　　入
7．繰　　　入　　　金
8．繰　　　越　　　金

合　　　計

35,643
412

41,577
26,516
700
2,957
4,858
4,560
117,223

36,610
400

33,504
14,638

0
2,000
5,186
380

92,718

△ 967
12

8,073
11,878
700
957

△ 328
4,180
24,505

科      目 比較増減
（△）決算額 予算額

1．県　補　助　金
2．負　　　担　　　金
3．雑　　　収　　　入

合　　　計

42,265
7,201
549

50,015

39,092
12,500
400

51,992

3,173
△ 5,299

149

△ 1,977

科      目 比較増減
（△）決算額 予算額

1．事　　業　　費
2．管　　理　　費
3．退 職 積 立 金
4．繰　　入　　金
5．予　　備　　費
6．繰　　越　　金

合　　　計

45,281
40,898
600

20,538
0

9,906

117,223

28,732
49,282
720

12,700
1,284
0

92,718

16,549
△ 8,384
△ 120
7,838

△ 1,284
9,906

24,505

科      目 比較増減
（△）決算額 予算額

1．給　　与　　費
2．福利環境整備費
3．旅　　　　　費
4．事　　務　　費
5．指 導 事 業 費
6．施 策 普 及 費
7．事務局長設置費
8．資質向上対策費
9．若手後継者等育成事業費
10．その他の事業費
11．繰　　入　　金
12．予　　備　　費

合　　　計

40,502
1,383
18
501
1,708
355
4,156
92

1,190
100
10
 0

50,015

40,871
1,410
455
486
1,650
350
4,156
95

2,000
100
7
412

51,992

△ 369
△ 27
△ 437
15
58
5
0

△ 3
△ 810

0
3

△ 412
△ 1,977

支　出　の　部 支　出　の　部
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会
議
所
の
動
き

PORTO TAKASAGOについてのお問い合わせは高砂商工会議所まで
TEL 079-443-0500　FAX 079-442-0369　Email takasho@takasago-cci.or.jp

◆登録のお申し込み方法

｢PORTO TAKASAGO」への登録をご希望される企業様は、右記のQRコードもしくは下記URLより「登録の
お申し込み」ページにアクセス頂き、登録申請フォームに必要事項をご入力のうえ、送信してください。
登録のお申し込みページ https://entry.porto-takasago.net/
※ご登録は高砂商工会議所の会員企業様に限らせて頂きます。

｢PORTO TAKASAGO」へのご登録は無料です!

高砂商工会議所の会員事業所様へ

事業所PR×求人×業務改善に役立つ
会員事業所様限定サイトがオープン!

登録
無料

PORTO TAKASAGO(ポルト高砂)は､高砂商工会議所が運営する事業所
PR・求人・業務改善機能が一体となった会員事業所様限定のサイトです。
高砂市で働きたいと考えている求職者に向けて、事業所が自ら魅力や採用
情報を発信することができます。また、登録者様に発行されるマイページ
では、オンラインを活用した業務改善に便利なツールをお使い頂けます。
登録は無料です。是非ご利用ください!

※画面は開発中のものです。

※画面は開発中のものです。

※掲載内容については事務局での審査があります。
※外部の有料サービス（求人サイトなど）への誘導にはお使い頂けません。

無料自社のPRページが作成可能!

貴社だけのPRページに文章・写真・
動画を載せて、事業内容や職場の魅
力を余すところなくアピールしませ
んか!企業情報がしっかり載せられ
て、維持費はなんと0円!HPの代わ
りとしても活用可能です。
高砂商工会議所が大きな窓口となり、
貴社の新たな販路開拓を強力にバッ
クアップします!
サービスや技術を発信することで…
企業同士の提携のきっかけに!?
高砂商工会議所を通すことで…
貴社のPRが色々な人の目に触れる!!

写真で!

動画で!

求人情報を何件でも掲載可能!　※1件10,000円(6ヵ月)

外部サービスで求人を掲載しよ
うとすると、多額の費用がかか
りませんか？
｢PORTO TAKASAGO｣なら､
求人の掲載料金は1件10,000
円（6ヵ月)。正社員やパート、
新卒から中途採用まで、幅広い
条件で情報発信が可能です。
検索機能付きで求職者にも使い
やすく、高砂で就職したい人に
ダイレクトに届くため、マッチ
ングが期待できます!

検索画面

応募画面

※画面は開発中のものです。

マイページから簡単操作!

マイページは会員企業のユーザー全員に発行
されます。オンラインなら、いつでもどこで
も各種機能の操作が可能!操作画面は、世代
を問わず直感的に使いやすいデザインです。

※画面は開発中のものです。 シンプルで分かりやすい!

マイ画像
各メニュー

無料

企業で使える業務改善ツールが充実!

投稿から承認までオンラインで完結可能な「日報」機能や、従業員同士でデータが共有できる「クラ
ウド」サービスなど、オンラインを活用した業務改善ツールがご利用頂けます。
お申込み頂くと、以下の機能がすべてお使い頂けます！

『日報』の投稿・管理ツール
日報の投稿も管理も、簡
単操作でラクラク!記入
項目はご自由にカスタマ
イズ可能です。

『クラウド』ツール
アップロードしたデータはいつでもどこで
もダウンロード可能!上書き更新ができる
ので、書式の共有に便利です。

日報入力

クラウド

利用料（業務改善ツール全機能 1企業につき)
自社ユーザー10名以内　　5,000円（1年間)
　　　　　　11名以上　 10,000円（1年間)

※画面は開発中のものです｡
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レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ー

レディース　ゴーレディース　ゴース

喫茶店「石」オーナー

松下ヒロ子さん

喫
茶
店
を
始
め
た
そ
う
で
、「
私
は
23
歳

の
と
き
に
お
嫁
に
来
た
の
で
す
が
、
店
は

主
人
が
や
り
、
私
は
手
伝
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
主
に
家
事
や
子
育
て
。
主
人
は
こ
の

仕
事
が
ぴ
っ
た
り
と
い
う
感
じ
の
人
で
、

い
つ
も
陽
気
で
、
お
客
さ
ん
と
も
元
気
に

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
出
す
料
理

に
も
凝
っ
て
い
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ん
か
も
寸
胴
鍋

で
一
か
ら
仕
込
ん
で
い
ま
し
た
」
と
。

　そ
れ
が
一
転
し
た
の
は
平
成
4
年
に
忠
平
さ
ん
が
病

気
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
引
っ
込

み
思
案
で
、
接
客
業
に
向
い
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た

ヒ
ロ
子
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
店
を
閉
め
る
こ
と
も
考

え
た
そ
う
だ
が
、
当
時
、
高
校
を
卒
業
し
て
間
な
し
の

長
男
の
ほ
か
、
高
校
3
年
生
の
次
男
と
1
年
生
の
三
男

が
い
て
、「
外
に
働
き
に
出
る
と
言
っ
て
も
、
そ
う
そ

う
簡
単
じ
ゃ
な
い
し
、
お
兄
さ
ん
に
も
『
も
う
ち
ょ
っ

と
や
れ
や
』
と
勧
め
ら
れ
て
」
継
続
を
決
意
。「
そ
れ

か
ら
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
。
主
人
が
店
を
や
っ
て
い

た
の
が
22
年
。
私
が
や
る
よ
う
に
な
っ
て
30
年
が
た
つ

ん
で
す
よ
」
と
笑
う
ヒ
ロ
子
さ
ん
だ
が
、
74
歳
に
な
っ

た
今
も
お
手
伝
い
の
女
性
と
二
人
で
元
気
に
店
を
切
り

盛
り
し
て
い
る
。

　窓
越
し
に
多
目
的
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
じ
る

人
の
姿
や
、
2
0
1
6
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
図
書

館
が
見
え
る
喫
茶
店
「
石
」。
店
内
は
創
業
当
時
か
ら

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
い
か
に
も
「
昭
和
の
喫
茶
店
」
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

　「昔
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
銀
行
の
人
、
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
さ
ん
な
ん
か
が
多
か
っ
た
し
、
こ
の
あ
た
り
一

帯
に
は
神
戸
製
鋼
所
の
社
宅
が
13
棟
も
並
ん
で
い
た
ん

で
す
よ
。
目
の
前
に
は
川
が
流
れ
て
い
て
桜
並
木
が
続

い
て
い
ま
し
た
し
…
…
」

　50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
米
田
の
町
を
見
続
け
て
き
た

喫
茶
店
だ
と
も
言
え
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
丸
パ

ン
に
ゆ
で
卵
と
、
昔
と
変
わ
ら
ず
、「
図
書
館
が
で
き

る
の
で
、
お
客
さ
ん
が
増
え
る
よ
と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
増
え
な
く
て
（
笑
）。
今
は
常
連

の
お
客
さ
ん
が
大
半
で
す
け
ど
、
こ
こ
に
店
が
あ
る
の

は
学
生
時
代
か
ら
知
っ
て
い
た
け
ど
、
定
年
に
な
っ
て

や
っ
と
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
と
仰
る
男
性
の

方
や
、
昔
こ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た

ん
で
す
よ
と
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
る
女
性
客
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
も
膝
が
痛
く
て
、
い
つ
ま
で
店

を
や
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
の
で
す
が
、
創
業
50
年
の
節

店
名
の
由
来
は
竜
山
石
か
ら

店
名
の
由
来
は
竜
山
石
か
ら

謡
曲
合
唱
団
が
元
気
の
源

謡
曲
合
唱
団
が
元
気
の
源

目
ま
で
は
頑
張
っ
て
、
皆
さ
ん
に
お
礼
が
言
え
た
ら
と

思
い
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

そ
う
話
す
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
何
よ
り
の
楽
し
み
が
、
故
松

本
章
延
さ
ん
が
結
成
し
、
代
表
を
務
め
て
い
た
「
謡
曲

合
唱
団
た
か
さ
ご
」
で
の
活
動
。
も
と
も
と
詩
吟
が
趣

味
で
20
年
以
上
習
っ
て
い
た
が
、
仕
え
た
先
生
の
死
去

に
伴
い
、
謡
曲
に
転
向
。
今
も
2
週
間
に
1
度
、
章
延

さ
ん
の
弟
の
憲
三
さ
ん
が
指
導
す
る
伊
保
の
公
民
館
で

の
練
習
に
通
っ
て
い
る
ほ
か
、
合
唱
団
の
一
員
と
し
て

高
砂
神
社
の
観
月
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
て
い
る
。

　「こ
こ
何
年
か
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
謡
え
る

機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
…
…
」
と
残
念
そ
う

に
話
す
が
、
背
筋
が
ピ

ン
と
伸
び
、
年
齢
よ
り

若
く
見
え
る
の
も
、
お

腹
か
ら
声
を
出
す
謡
曲

を
謡
い
続
け
て
い
る
お

蔭
か
も
。
お
店
も
謡
曲

も
1
年
で
も
長
く
続
け

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

店とともに見守ってきた
　　　　　　　「米田」の歴史

笑顔もステキな松下さん

　高
砂
市
米
田
町
米
田
の
多
目
的
広
場
の
道
を
挟
ん
で

北
側
に
、
今
回
登
場
し
て
い
た
だ
く
松
下
ヒ
ロ
子
さ
ん

が
営
む
喫
茶
店
「
石
」
が
あ
る
。
創
業
し
て
52
年
。
市

内
で
も
老
舗
中
の
老
舗
喫
茶
店
で
あ
る
。

　店
の
前
に
看
板
替
わ
り
で
も
あ
る
、「
石
」
と
い
う

字
を
深
く
彫
っ
た
横
幅
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
竜

山
石
の
銘
板
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
近
く
に
は
今
や
貴

重
と
な
っ
た
竜
山
石
の
「
赤
石
」
を
用
い
た
大
き
な
カ

エ
ル
の
像
が
2
体
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
喫
茶
店
「
石
」
は
高
砂
市
名
産
の
竜

山
石
と
関
わ
り
の
深
い
店
で
あ
る
。

　こ
の
店
を
開
い
た
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
夫
・
忠
平
さ
ん
は
、

竜
山
石
の
加
工
・
販
売
で
有
名
な
松
下
石
材
店
の
先
代

社
長
、
故
松
下
歳
和
氏
の
実
弟
。「
こ
れ
か
ら
は
現
金

収
入
が
あ
る
仕
事
が
良
い
」
と
歳
和
氏
に
勧
め
ら
れ
て

【メモ】　喫茶店「石」
高砂市米田町米田856－3　☎079－432－3396
開館時間／7：30～15：00（土曜日は12：00まで）
定 休 日／日曜日、祝日
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
も
と
も
と
飲
食
関
係
の
仕
事
が
志
望

だ
っ
た
の
で
す
か
？

　い
え
。
そ
の
気
は
な
く
て
、
高
校
卒
業

後
は
半
導
体
の
製
造
工
場
に
4
年
勤
め
ま

し
た
が
、
22
歳
の
時
に
退
職
。
次
は
何
を

し
よ
う
か
と
悩
む
中
で
、
ま
だ
若
い
し
、

と
り
あ
え
ず
は
好
き
な
こ
と
を
考
え
、
当

時
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
は
ま
っ
て
い
た
の

で
長
野
県
の
ス
キ
ー
場
の
ホ
テ
ル
に
4
カ

月
間
住
み
込
み
で
バ
イ
ト
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
初
め
て
飲
食
業
の
仕
事
に
携
わ

り
、
接
客
や
調
理
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
人
と
接
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た

の
で
接
客
の
仕
事
が
楽
し
く
、
自
分
で
も

向
い
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
自
分

あ
て
に
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
が
良
か
っ
た
な

ど
と
礼
状
や
メ
ー
ル
が
来
た
こ
と
も
あ
り
、

支
配
人
や
料
理
の
チ
ー
フ
か
ら
「
君
の
接

客
は
天
性
の
才
能
が
あ
る
。
今
ま
で
に
な

い
タ
イ
プ
だ
」
な
ど
と
お
だ
て
ら
れ
、
こ

の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

│
そ
れ
で
、
飲
食
の
道
に
？

　は
い
。
兵
庫
に
戻
っ
て
地
元
の
飲
食
店

の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
幸
い
や
る
気

と
仕
事
に
対
す
る
意
欲
だ
け
は
す
ご
く

あ
っ
た
の
で
、
入
社
し
て
4
カ
月
、
24
歳

で
店
長
に
な
り
ま
し
た
。
異
例
の
ス
ピ
ー

ド
出
世
で
、
会
社
で
は
期
待
の
新
人
だ
と

ち
ょ
っ
と
し
た
有
名
人
で
し
た
が
、
今
思

う
と
天
狗
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
最

初
は
意
欲
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
店
長
と

い
う
管
理
職
に
な
る
と
売
上
や
経
費
管
理

な
ど
の
利
益
責
任
が
出
て
き
て
、
接
客
が

好
き
な
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
ず
、
1
年

半
で
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

│
そ
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
、何
か
き
っ
か

け
が
？

　は
い
。
そ
の
後
は
ま
た
工
場
で
製
造
業

の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
27
歳
の

時
に
加
古
川
に
あ
る
お
店
に
行
っ
た
ら
、

料
理
も
サ
ー
ビ
ス
も
店
の
雰
囲
気
も
す
ご

く
良
く
て
、
ま
た
飲
食
の
世
界
に
戻
る
な

ら
こ
ん
な
お
店
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、
あ
る
き
っ
か
け
で
、
そ
の
店
の
店

長
と
知
り
合
い
に
な
り
、
う
ち
の
店
で
働

い
て
み
な
い
か
と
い
う
話
に
な
り
、
先
代

社
長
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　飲
食
の
世
界
に
戻
る
こ
と
に
は
迷
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
中
で
は
や
は
り

「
接
客
を
す
る
の
が
好
き
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
し
、
前
回
の
経
験
と
失
敗
を

生
か
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
入
社
を
決
意
し
ま
し
た
。

豊
岡
に
本
社
を
置
く
蟹
と
海
鮮
が
メ
イ
ン

の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
5
店
舗
運
営
す
る

会
社
で
し
た
が
、
入
社
し
て
3
年
ほ
ど
は

下
積
み
で
し
た
が
時
間
を
か
け
て
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
は
主

任
、
店
長
、
統
括
店
長
、
事
業
部
長
な
ど

を
務
め
、
最
後
は
会
社
の
ナ
ン
バ
ー
2
で

あ
る
本
部
長
を
任
さ
れ
、
会
社
運
営
に
も

携
わ
り
ま
し
た
。

　こ
の
会
社
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
業
績
を
上
げ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

を
学
び
、
時
に
は
業
績
が
落
ち
て
い
る
店

を
立
て
直
す
と
い
う
名
目
で
移
動
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
お
か
げ
で
販
売
促
進

や
店
舗
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
も
で
き
ま

し
た
。

│
そ
れ
ま
で
と
違
い
、高
橋
さ
ん
が
そ
こ

ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
？

　頑
張
れ
ば
業
績
が
上
が
っ
て
い
く
の
が

見
え
る
こ
と
と
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
目
標
を
達
成
で
き
た
時
の
喜
び
を
共
感

で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
先
代
社
長
の
人
柄
に
惚
れ
た
か
ら
で

す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
方
で
、
命
を
預

け
て
も
良
い
と
思
う
ぐ
ら
い
惚
れ
こ
み
ま

し
た
が
、
病
気
で
他
界
さ
れ
、
15
年
間
務

め
た
会
社
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

│
そ
れ
で
独
立
開
業
を
？

　は
い
。
先
代
の
社
長
が
描
い
て
い
た
夢

の
続
き
を
自
分
の
手
で
と
い
う
思
い
と
、

経
営
者
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
、
自
分
の
力
が
ど
こ
ま
で
通

用
す
る
か
試
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。

│
お
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

　「食
を
通
じ
て
人
の
お
役
立
ち
を
す
る
」

の
が
我
々
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す
か
ら
、

大
き
く
言
え
ば
生
き
る
こ
と
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
食
べ
る
も
の
は
安
心
安
全
で
お

い
し
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

高
砂
物
語
は
「
地
産
地
消
」
へ
の
取
り
組

み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
元
兵
庫
の
食

材
を
で
き
る
だ
け
用
い
る
こ
と
で
地
元
の

農
家
さ
ん
や
企
業
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　僕
は
高
砂
で
生
ま
れ
高
砂
で
育
ち
ま
し

た
。
高
砂
に
店
を
出
そ
う
と
思
っ
た
の
も
、

昔
に
比
べ
高
砂
の
町
は
人
口
も
減
っ
て
元

気
が
な
く
、
お
店
を
出
し
て
高
砂
駅
前
に

人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
町
が
元
気
に

な
る
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
い
い
な
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
店
名
を
「
高
砂
物
語
」
と
し
た

の
も
、
自
分
が
今
ま
で
高
砂
で
育
っ
て
き

た
人
生
と
お
店
を
出
し
て
か
ら
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
、
高
砂
の
お
客
様
と
取
引
先

様
と
一
緒
に
物
語
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

│
最
後
に
オ
フ
の
楽
し
み
は
？

　妻
と
二
人
の
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時

間
で
す
。
日
曜
日
を
定
休
日
に
し
た
の
も
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
時
間
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
、

大
好
き
な
高
砂
の
地
で
家
族
の
物
語
を
紡

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

食
を
通
じ
て
地
域
の
、
人
の
お
役
立
ち
を
し
た
い

　高砂商工会議所の会員に、企業人と
しての抱負などについて聞くこのコー
ナー。今回は昨年12月に高砂駅前に和
食海鮮居酒屋｢播州夢街道　高砂物語｣
をオープンした高橋誠伸さんに、出店
に至る経緯や今後の抱負などについて
お話をうかがいました。

新鮮な海鮮料理が自慢

●播州夢街道　高砂物語
　高砂市高砂町浜田町2丁目2－9
　☎079－497－5542
　営業時間／11：00～14：30（L.O.14：00）
　　　　　　17：00～23：00（L.O.22：30）

播州夢街道　高砂物語
代表

高橋 誠伸さん
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

部
員
が
増
え
リ
レ
ー
競
技
に
も

　
荒
井
町
御
旅
2
丁
目
に
本
社
を
構
え
る
鶏
卵
販
売
加
工
会

社
の
籠
谷
が
、
社
内
に
陸
上
部
を
創
部
し
て
か
ら
今
年
で
2

年
目
と
な
り
、
4
月
23
・
24
日
に
行
わ
れ
た
兵
庫
リ
レ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
で
も
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
優
勝
す
る
な

ど
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
着
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
陸
上
部
が
誕
生
し
た
の
は
2
0
2
1
年
の
こ
と
。
大
正
10

年
（
1
9
2
1
）
に
籠
谷
秀
次
商
店
と
し
て
創
業
し
た
同
社

が
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
、
関
西
で
陸
上
競
技
の
有
数
の

強
豪
大
学
で
あ
る
園
田
学
園
女
子
大
学
の
卒
業
生
3
人
を
迎

え
て
陸
上
部
を
創
部
し
た
。

　
籠
谷
と
園
田
学
園
は
、
こ
れ
ま
で
に
大
学
の
食
物
栄
養
学

科
と
協
力
し
て
産
学
コ
ラ
ボ
商
品
「
ス
マ
ー
ト
エ
ッ
グ
　
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
」
を
開
発
す
る
な
ど
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
陸
上

部
創
部
に
あ
た
っ
て
大
学
に
協
力
を
依
頼
。
そ
の
推
薦
を
受

け
て
棒
高
跳
び
の
那
須
眞
由
選
手
、
短
距
離
4
0
0
メ
ー
ト

ル
の
稲
岡
真
由
選
手
、
4
0
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
の
横
田

華
恋
選
手
の
3
選
手
が
入
部
し
て
ス
タ
ー
ト
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
円
盤
投
げ
男
子
の
蓬
田
和
正
選
手
、
男
子
1
1
0

メ
ー
ト
ル
障
害
の
徳
岡
凌
選
手
の
ほ
か
、
女
子
走
幅
跳
び
の

佐
伯
美
奈
選
手
、
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
安
田
明
日
翔
選
手
が

新
た
に
加
わ
り
、
部
員
は
7
名
に
増
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
昨
年
ま
で
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
リ
レ
ー
競

技
に
も
参
加
が
可
能
に
な
り
、
4
月
23
・
24
日
に
開
か
れ
た

兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
で
も
4
人
×
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の

4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
さ
っ
そ
く
優
勝
。
棒
高
跳
び
で

も
那
須
眞
由
選
手
が
4
メ
ー
ト
ル
33
の
大
会
新
記
録
で
優
勝

す
る
な
ど
、
好
成
績
を
上
げ
て
お
り
、
リ
レ
ー
に
も
出
場
し

た
那
須
選
手
は
「
違
う
競
技
で
出
場
で
き
、
し
か
も
個
人
戦

の
棒
高
跳
び
と
違
っ
て
チ
ー
ム
戦
だ
っ
た
の
で
新
鮮
で
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
話
す
。

練
習
と
会
社
の
業
務
を
両
立

　
7
人
の
部
員
は
、
も
っ
か
の
と
こ
ろ
は
競
技
を
優
先
し
な

が
ら
会
社
の
業
務
も
こ
な
し
て
お
り
、
陸
上
競
技
シ
ー
ズ
ン

で
試
合
が
多
く
な
る
4
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
試
合
に
合

わ
せ
て
練
習
時
間
を
組
み
、
そ
の
合
間
に
業
務
に
携
わ
る
が
、

11
月
か
ら
翌
年
3
月
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
反
対
に
業
務
の
時

間
が
増
え
る
と
い
う
。

　
各
自
が
業
務
に
携
わ
る
時
間
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
あ

ら
か
じ
め
契
約
で
決
ま
っ
て
い
る
が
、「
選
手
の
自
主
性
を

重
ん
じ
る
」
と
い
う
会
社
の
方
針
も
あ
っ
て
、
柔
軟
に
対
処

し
て
も
ら
え
る
そ
う
で
、「
環
境
と
し
て
は
申
し
分
あ
り
ま

せ
ん
」
と
那
須
さ
ん
。「
同
じ
園
田
出
身
の
選
手
が
多
い
の

で
、
み
ん
な
仲
が
い
い
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
」

と
も
話
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
「
結
果
を
出
し
て
会
社
に
恩
返
し
し
た
い
」

（
徳
岡
さ
ん
）
と
い
う
の
が
全
員
の
思
い
だ
そ
う
で
、「
選
手

全
員
の
競
技
力
が
高
い
の
で
、切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
徳
岡
さ
ん
が
話
せ
ば
、「
全
員
で
集
ま
る
こ
と
は
少
な
い

ん
で
す
が
、
チ
ー
ム
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
と
し
て
の
団
結
力

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
那
須
さ
ん
。

　「
籠
谷
の
卵
も
、
卵
を
使
っ
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ジ
ェ
ラ
ー

ト
も
本
当
に
お
い
し
い
ん
で
す
。
私
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と

で
会
社
の
知
名
度
が
上
が
れ
ば
…
…
」
と
、
最
後
は
実
業
団

の
選
手
ら
し
く
会
社
の
Ｐ
Ｒ
も
。「
高
砂
に
生
ま
れ
た
陸
上

部
」
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

那須眞由選手

チームとしての団結力で、さらなる飛躍を!

徳岡凌選手

●株式会社　籠谷
　https://www.kagonet.co.jp

創部2年目のKAGOTANI陸上部
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高砂
ゆかりの人々

曽
根
の
松
か
ら
石
の
宝
殿
、高
砂
神
社
へ
高
砂
に
足
跡
を
残
し
た

高砂神社の相生の松

高砂神社の社務日記。左ページにシーボルトの自著が

石の宝殿

　
高
砂
の
寺
と
い
う
の
は
高
砂
神

社
の
こ
と
で
、
僧
侶
も
神
官
に
他

な
ら
な
い
が
、高
砂
神
社
に
は
シ
ー

ボ
ル
ト
が
神
社
に
御
初
穂
を
納
め

た
際
に
包
み
紙
に
自
署
し
た
署
名

が
残
っ
て
い
る
。
先
々
代
宮
司
の

小
松
正
英
氏
が
同
家
伝
来
の
古
記

録
調
査
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
石
の
宝
殿
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
画
も
神
戸
市
立
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は

掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
か
に

も
博
物
学
者
ら
し
い
優
れ
た
観
察

眼
で
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
高
砂
と
も
ゆ
か
り
の

あ
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
だ
っ
た
が
、

江
戸
参
府
の
翌
年
に
、
帰
国
の
荷

の
中
に
日
本
地
図
な
ど
の
禁
制
の

品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
露
見

し
、
国
外
追
放
に
な
っ
て
し
ま
う
。

い
わ
ゆ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
後
、
許
さ
れ

て
30
年
後
に
再
び
来
日
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
長
崎
の

女
性
・
楠
本
た
き
と
結
ば
れ
、
彼
女
を

「
オ
タ
ク
サ
」
と
呼
ん
だ
が
、
欧
州
に
は

な
か
っ
た
ア
ジ
サ
イ
の
花
の
学
名
を
彼
女

の
名
を
と
っ
て
「
ヒ
ド
ラ
ン
ゲ
ア
・
オ
タ

ク
サ
」
と
付
け

た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。

合
っ
て
い
た
巡
礼
を
続
け
、
曽
根
の
松
・

石
の
宝
殿
・
高
砂
に
出
か
け
た
。
曽
根
の

松
は
天
神
様
が
手
ず
か
ら
何
本
か
の
松
の

木
を
こ
こ
に
植
え
た
と
い
う
語
り
伝
え
で

知
ら
れ
、
石
の
宝
殿
は
巨
大
な
石
が
突
然

そ
こ
に
出
て
来
た
と
い
う
伝
説
で
、
そ
れ

か
ら
第
三
の
高
砂
の
寺
は
わ
が
国
の
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
の
よ
う
な
形
を
し
て
今
な
お
生
き

生
き
と
枝
を
広
げ
て
い
る
松
の
木
で
名
高

く
、
そ
の
枝
は
直
径
二
八
な
い
し
三
〇
尺

に
及
び
地
面
を
お
お
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
僧
侶
た
ち
か
ら
た
い
へ
ん
親
切
な
出

迎
え
を
う
け
、
丁
重
に
も
て
な
さ
れ
た
。

2
6
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参

府
に
同
行
し
、
そ
の
際
の
道
中
記
を
ま
と

め
た
の
が
『
江
戸
参
府
紀
行
』（
Ａ・
シ
ー

ボ
ル
ト
著
　
斎
藤
信
訳
　
平
凡
社
）。
江
戸

時
代
に
長
崎
の
出
島
商
館
に
滞
在
し
て
い

た
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
、
必
ず
江
戸
に
赴

き
、
日
本
と
の
通
商
免
許
の
礼
を
兼
ね
て

将
軍
と
会
い
、
様
々
な
貢
物
を
贈
っ
て
世

界
の
情
報
を
伝
え
る
の
が
し
き
た
り
だ
っ

た
の
だ
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
の
と
き
、
外
科
少
佐

と
い
う
身
分
で
同
行
。
長
崎
か
ら
江
戸
を

往
復
す
る
1
4
3
日
間
の
旅
を
続
け
た
の

だ
が
、
博
物
学
者
ら
し
く
道
中
で
見
聞
し

た
様
々
な
こ
と
に
関
心
を
示
し
、
細
か
く

観
察
し
た
上
で
自
然
や
地
形
、
風
俗
な
ど

に
つ
い
て
精
力
的
に
記
し
て
い
る
。

石
の
宝
殿
や
高
砂
神
社
を
歴
訪

　
下
関
か
ら
船
に
乗
っ
て
東
に
向
か
っ
た

一
行
は
3
月
7
日
に
播
磨
に
入
り
、
家
島

群
島
や
赤
穂
の
沖
を
通
り
、
室（
室
津
）の

港
に
入
港
。
翌
朝
、
室
を
出
立
し
、
山
越

え
し
て
西
国
街
道
に
入
り
、
姫
路
で
一
泊
。

翌
日
、
高
砂
に
入
っ
た
が
、
『
江
戸
参
府

紀
行
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
三
月
一
〇
日
（
旧
二
月
二
日
）
よ
う
や

く
九
時
ご
ろ
に
出
発
。（
略
）
相
変
わ
ら
ず

雪
が
降
っ
て
い
て
、
同
時
に
雪
解
け
し
て

い
た
か
ら
、
天
候
は
非
常
に
悪
く
、
人
夫

た
ち
に
と
っ
て
は
道
は
難
渋
で
あ
っ
た
。

町
や
町
は
ず
れ
の
部
落
を
通
り
、
舟
で
市

川
を
渡
り
、
骨
の
折
れ
る
旅
を
続
け
て
曽

根
に
着
き
、
そ
こ
で
中
食
を
と
っ
た
。
午

後
に
は
有
名
な
寺
院
へ
、
前
か
ら
話
し

観
光
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
高
砂

　
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
江
戸
時

代
後
半
の
高
砂
は
、
高
砂
神
社
の
相
生
の

松
、
曽
根
天
満
宮
の
曽
根
の
松
、
石
の
宝

殿
な
ど
松
巡
り
と
名
所
・
寺
社
参
拝
を

セ
ッ
ト
に
し
た
我
が
国
で
も
指
折
り
の
観

光
の
メ
ッ
カ
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
著
名
人
が
高
砂

に
足
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
人
が

ド
イ
ツ
の
医
学
者
で
博
物
学
者
で
も
あ
っ

た
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
る
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
文
政
6
年（
1
8
2
3
）

に
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師

と
し
て
来
日
。
医
療
の
ほ
か
、
長
崎
郊
外

で
鳴
滝
塾
を
開
き
、
医
学
や
西
洋
文
明
を

日
本
人
の
門
弟
に
講
義
し
、
日
本
の
医
学

界
や
蘭
学
界
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　
そ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
9
年
（
1
8

シ
ー
ボ
ル
ト

高砂神社の社務日記。左ページにシーボルトの自著が

来日当時のシーボルト（川原慶賀筆)『高砂市史高砂町史誌』より
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私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私私私私
ののの
お
の
おお
気
お
気気気
に
気
ににに
入入入
り
入
りりり
ののの
店
の
店店店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私の宝物私の宝物 ～ My Treasure ～～ My Treasure ～MMMMMMMMMMMMMyyyyyyMMM TTTTTTTTrrrrTTTTTTTT eeeeeerrrrr aaaaaaaassssssuuuuu

私
の
宝
物

　
　
　
百
合
丘
の
閑
静
な

　
　
住
宅
街
に
現
れ
た
カ

　
フ
ェ
＆
北
欧
雑
貨
の
店

「
ｔ
ｅ
ｒ
ｈ
ｏ（
テ
ル
ホ
）」。

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
モ
ダ
ン
な
外
観
や
、
玄
関

に
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
造
作
に
も
こ
だ
わ

り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
2
0
2
1
年
3
月
。

店
の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
カ
フ
ェ
「
は
ま

茶
」
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
10
年
間
働
い
た

オ
ー
ナ
ー
の
石
田
和
美
さ
ん
の
長
年
の
夢
が

実
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　「
は
ま
茶
は
、
い
ず
れ
は
自
分
の
夢
を
か

な
え
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
を

応
援
し
て
く
れ
る
店
。
言
霊
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
、私
も
働
き
な
が
ら
、い
つ
か
自
分
の
お

店
を
持
ち
た
い
と
念
じ
続
け
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
の
強
い
思
い
は
店
内
に
入
る
と
い
っ
そ

う
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
吹
き
抜
け
の
あ
る

開
放
的
な
空
間
。
う
ろ
こ
を
連
想
さ
せ
る
壁

材
や
オ
ー
ク
材
の
床
な
ど
木
を
基
調
に
し
た

温
も
り
の
あ
る
内
装
。
木
の
優
し
さ
に
あ
ふ

れ
た
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
に
、
柔
ら
か
な
日
差

し
が
差
し
込
む
大
き
な
窓
。
化
粧
梁
に
さ
りオーナーの石田和美さん

げ
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
野
趣
あ
ふ
れ
る
草

木
。「
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

な
り
た
か
っ
た
」と
い
う
石
田
さ
ん
の「
好
き
」

と「
こ
だ
わ
り
」が
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
好
き
」と「
こ
だ
わ
り
」は
1
Ｆ
の
カ
フ
ェ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
表
れ
て
い
る
。
体
に
優
し

い
料
理
を
と
、
季
節
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

用
い
た
日
替
わ
り
の
自
家
製
ス
ー
プ
に
パ
ン

か
キ
ッ
シ
ュ
を
添
え
た
ス
ー
プ
セ
ッ
ト
（
8
0

0
円
）、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
バ
タ
ー

チ
キ
ン
カ
レ
ー
（
8
5
0
円
）、
毎
週
水
曜

日
と
第
1
土
曜
日
の
み
に
提
供
す

る
健
康
食
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
監

修
の
t
e
r
h
o
ラ
ン
チ（
1
2
0

0
円
）
な
ど
の
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー

の
ほ
か
、
金
沢
市
か
ら
取
り
寄
せ

る
も
な
か
を
使
っ
た
「
ア
イ
ス
も

な
か
」（
4
0
0
円
）、
自
宅
工
房

で
手
作
り
し
て
い
る
店
か
ら
取
り

寄
せ
て
い
る
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
美

味
し
さ
と
健
康
志
向
に
こ
だ
わ
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
2
Ｆ
の
「
北
欧
雑
貨
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
石
田
さ
ん
が
大
好
き

な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
北
欧

産
の
雑
貨
を
中
心
に
販
売
。
店
名

の
「
ｔ
ｅ
ｒ
ｈ
ｏ
」
も
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
の
「
ド
ン
グ
リ
」
の
意
味

で
、
生
命
や
多
産
の
象
徴
だ
と
い

う
。

　
と
も
あ
れ
、
オ
ー
ナ
ー
の
「
好

き
」
と
「
こ
だ
わ
り
」
が
詰
ま
っ

た
店
だ
が
、
決
し
て
押
し
付
け
で

な
い
の
が
魅
力
。「
お
客
さ
ん
が

こ
こ
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
、『
さ
あ
、
現
実
に
帰
る

わ
』
と
言
っ
て
店
を
出
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
と
き
が
一
番
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
石
田
さ
ん
。
忙
し
い

大
人
の
隠
れ
家
に
ぴ
っ
た
り
か
も

し
れ
な
い
。

「
好
き
」と「
こ
だ
わ
り
」に
あ
ふ
れ
た
カ
フ
ェ●カフェ＆北欧雑貨　terho(テルホ)

　高砂市百合丘1－38　☎079－490－2977
　営業時間／10：00～17：00
　定 休 日／日曜日、月曜日　http://terho-cafe.net

㈱USTソリューション

髙石 成貴さん思い出のホームランボールと
　　　　子どもたちからの手紙

　東洋大姫路のユニフォームの左下に小さく見
えるのが私の宝物。去年他界した父親が大事に
取っておいてくれたものです。平成 9年 7月21
日に姫路球場で行われた夏の高校野球兵庫大会
3回戦の対尼崎工業戦で私がホームランを打っ
たときのボールです。
　小学校時代の子ども会の少年野球チームから、
竜山中学校の野球部を経て進んだのが東洋大姫
路の野球部。その頃から練習の厳しさで有名で
したが、下級生は練習が終わっても先輩のマッ
サージや雑用が待っているから、なかなか帰れ
ません。JRの曽根駅近くの自宅に戻るのにも
終電はとっくに終わっているから、JRは使えず、
片道 2時間かけての自転車通学です。家に帰っ
たら夜中の 2時を過ぎていました。

　きつい練習も、ホームランもあって高校時代
の思い出は尽きませんが、東洋大学に進学して
からは腰を痛め、思うようなプレーができず、
辛いものがありました。
　もう一つの宝物は子どもたちからの手紙です。
長女の詩歩（ 6年生）、長男の竜之介（ 4年生）、
次女の夏歩（ 2年生）ですが、私が日記をつけ
ているのを見ているせいか、 3人とも書くこと
を苦にせず、誕生日や、父の日、母の日といっ
たイベントごとに欠かさず手紙をくれます。特
に、私がヘルニアで入院しているときに、幼
かった夏歩がたどたどしい字で「おとうさん、
はやく帰ってきてね」と手紙に書いてきてくれ
たことは今でも忘れられません。

左隅にホームランボール

子どもたちからの手紙を手に
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高砂商工会議所展示コーナー出展者募集
　高砂商工会議所の展示ブースの一角に、有料で貸し出
す小さな展示コーナーができました。市内の事業者を中心
に、多くの人が訪れる高砂商工会議所。そこに商品を展示
することで、新たな取引のキッカケ作りとして利用してみ
ませんか？ご興味がございましたら、お気軽にお問い合
わせください。

料金：2,000円／月(税込)
【展示スペースの大きさ】　縦：約43㎝　横：約43㎝　奥行き：45㎝

　
令
和
4
年
3
月
29
日
㈫
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
室

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
上
に
お
い
て
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
〜
未
来
に
つ
な
が
る
企
業
価
値

の
創
造
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
株
式
会
社
シ
ュ
ー
フ
ァ
ル
シ
　代
表
取

締
役
　武
本
佳
弥
氏
を
お
迎
え
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
半
で
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
的
な
部
分
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
、
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
か
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
建
設
業
と
ど
れ
だ
け
親
密
に

関
わ
っ
て
い
る
か
を
実
際
の
活
動
に
絡
め
て
ご
説

明
し
て
い
た
だ
き
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
意
義
を
よ

り
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
半
の
質
疑
応

答
で
は
、
高
砂
市
　政
策
部
　経
営
企
画
室
の
水
田

室
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
高
砂
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
に
向
け
て
、
企
業
と
行
政
が
一
緒
に
考

え
合
う
こ
と
で
、
推
進
に
係
る
具
体
的
課
題
を
明

確
に
す
る
術
を
学
び
、
よ
り
一
層
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

解
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
世
界
に
比
べ
日
本

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
度

は
低
く
、
ま
だ
知
ら

な
い
方
も
多
く
い
ま

す
。
今
回
学
ん
だ
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
当
所
で
も

推
進
し
て
い
く
こ
と

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知

度
を
高
め
、
持
続
可

能
な
笑
顔
溢
れ
る
地

域
を
築
き
上
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

建
設
部
会
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　開
催
報
告

　令和4年3月22日㈫、観光･飲食部会主催の『高砂結びのバスツアー』が実施されました。
　このツアーは、高砂の魅力をもっと沢山の方に知っていただきたいというコンセプトのもと企画され、当日は市外を中心に
20名の方にご参加いただきました。
　当日は、竜山石採石場や生石神社、工楽松右衛門旧宅等の見学の他、高砂堀川湊出
発のヨットクルージングは、初めてヨット体験をするお客様も多数いて、とても楽し
んでいただけました。このツアー最大の目玉は豪華な昼食！荒井駅前にお店を構える
『本家串焼 忠助』と、牡蠣料理の老舗『かき幸』で提供しました。それぞれの店舗ご
とに工夫をこらした牡蠣料理が振舞われ、絶品料理に舌鼓を打ちました。
　今回、新型コロナウイルスの影響で募集人数を絞っての募集でしたが、次回実施す
る際はもっと多くの方に高砂市の魅力を知ってもらうべく、募集人数を増やして実施
したいと考えておりますので、その際には是非ご参加ください！

観光・飲食部会『高砂結びのバスツアー』

【お問い合せ先】高砂商工会議所 総務課　tel：079－443－0500

　ハガキまたはメールに①クイズの答え②郵便番号③住所④氏
名⑤｢なびつま」の感想をお書き添えの上、右記まで送付くだ
さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2022年 8 月31日まで(当日消印有効)
送 付 先　〒676-8558
　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -ma i l　takasho@takasago-cci.or.jp

前回(264号)の答え：Q1 600件(以上)　Q2 すだち

なびつま265号で掲載されている記事をもとに、クイズを出題！
全問正解者の中から抽選で1名の方に｢3,000円分のクオカード｣をプレゼント致します!クイズコーナー

Ｑ１　『播州夢街道　高砂物語』を経営されている高橋さんの、お店のモットーは？　　　　　　　

Ｑ２　カフェ＆北欧雑貨の店『terho』の店名は、ある植物をフィンランド語で表したものですが、その
植物とは何でしょうか？

会員のひろば
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新入会員紹介
令和 4年 2月 1日から令和 4年 5月31日までに入会された会員（30事業所）です｡

会員のひろば

事業所名 業種 所在地 電話

御料理 図子 各種行事のお弁当・宴会・和食 明石市二見町西二見591 078-943-0500

PYA 電気工事業 高砂市阿弥陀町南池524-11 080-2540-4155

喫茶コーヒービート 喫茶店 高砂市米田町米田118-5 079-432-8766

波止場 飲食業 高砂市高砂町次郎助町1607-3 079-455-7373

スナック マリリン 飲食業
加古川市尾上町旭2丁目66-2
ヴィーナスプラザ2F-206号

090-3820-4608

八木健吾建築設計事務所 建築設計 加古川市加古川町北在家790-1-403 080-3100-0251

株式会社PoisonGames
サービス・商品紹介映像や各種
イベント映像制作

加古川市尾上町池田624-105 080-1517-6378

マツムラ株式会社 建築業 高砂市中島3丁目5番6-5 0501-372-2389

まつぼっくり お好み焼き、たこ焼、鉄板焼 高砂市米田町島64-4 079-433-2209

紗夢電設
電機工事（エアコン、アンテナ
等家庭用）

高砂市中筋4丁目2-17 079-448-2744

播州夢街道 高砂物語 飲食店 高砂市高砂町浜田町2丁目2-9 079-497-5542

アーチザン エクステリア業 高砂市中筋5丁目2-6 090-3356-4500

澤野ブロック 外構工事 高砂市荒井町蓮池3丁目11-26 079-444-0099

お好み焼き COCOYA お好み焼き
高砂市神爪1丁目7-10
グレンヴュー北野101

090-5067-2214

特定非営利活動法人 ももちどり 福祉（障がい者支援） 姫路市上手野423-8 080-9124-6959

ATSUKEN 外装工事 高砂市伊保町中筋1269 050-1175-3755

カフェ ステラ 飲食業 高砂市美保里7-7 090-3622-9140
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お問い合わせは高砂商工会議所まで

　年4刊発行する高砂商工会議所報「なびつま」に貴社のチ
ラシを同封し、約1,600社の会員企業へお届けする高砂商工
会議所ならではの販路拡大のためのサービスです。

会員のひろば

事業所名 業種 所在地 電話

サロンShikinami エステ、美容 高砂市米田町米田1069-4 079-432-0730

大西工業 住宅関連工事 高砂市荒井町小松原5-9-15 090-5053-5852

C-PRESENTS 健康関連卸
姫路市別所町佐土1丁目100番地
ボヌール・エトワール1番館302号

079-251-2301

季のしずく
カフェ、ワークショップ、レン
タルスペース

高砂市高砂町鍛治屋町1386 080-3800-0429

株式会社トシロ 塗装業 高砂市伊保崎6丁目3-29 079-447-7995

スナック～sora～ スナック 高砂市北浜町牛谷718-26 090-3847-0312

KLS 電気通信設備
高砂市阿弥陀町魚橋359
メゾンソレイユB棟106号

080-6126-5369

terho. カフェ 高砂市百合丘1-38 079-490-2977

喫茶　のじぎく ランチ、コーヒー等、飲食業 高砂市曽根町803-4 090-4305-5920

てらもとおやつ店 菓子製造、販売 高砂市米田町島556-1 080-3133-5852

いまづ整体院 整体院 高砂市米田町米田958-6 090-3717-1946

えがおのはなこどもクリニック
おやざと小児科

医院
高砂市高砂町栄町373-1
サンモール高砂医療モール

079-443-6661

aroma house Lana アロマテラピー 高砂市金ケ田町5-9 090-6373-2172
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酢豚
エビの天ぷら
鶏のから揚げ
広東風春巻き
いかと玉子の炒め
　チリソースかけ
ゴマ団子
ライス、漬け物等

白飯を変更

）

ご予算に合わせたお弁当をお作りできます｡

伊保 荒井

国道2号線

県道718号線

明姫幹線

Aspa
イオン

MORIS

GS
新幹線

N

山陽電鉄

伊保
小学校

市役所
天山閣

JR宝殿 JR

水曜日定休
不定休あり

五目冷麺

9月初旬までの夏メニューです｡

三種の冷麺　各1,045円(税込)
トマト冷麺 冷やし担々麺

高砂市高砂町浜田町２－３－５
TEL（０７９）４４２－２６８１

三井住友銀行高砂支店

高砂市伊保港町１丁目８－１
TEL（０７９）４４８－６００１

兵庫信用金庫高砂支店

高砂市荒井町中新町８－１８
TEL（０７９）４４３－４３０１

み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
TEL（０７９）４４３－１３１３

西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！



兵庫県の中小企業をしっかり守る共済制度

事業物件に地震の補償をセットできる火災共済※

※火災共済への地震補償のセットには一定の条件がございます。

24時間365日の事故受付・安心の事故対応

ひょうご共済の共済制度に関するお問い合わせは
高砂商工会議所へ　TEL 079－443－0500

火災共済 自動車共済

ひょうご共済 検索

高
砂
商
工
会
議
所
報

高
砂
商
工
会
議
所
報
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